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ナシを加害するナシマルカイガラムシの防除適期は、
おおむね前年並の５月３０日から６月５日です。

１ ナシマルカイガラムシの防除適期
雌成虫（図(左)）、卵、２齢幼虫は介殻（カイガラ）で覆われ薬液がかかり

にくいため、その時期に農薬散布しても効果はほとんど期待できません。農薬
による防除効果が高いのは、ふ化後に介殻からはい出してくる１齢幼虫（図
(右)）です。特に、第１世代１齢幼虫の発生時期はそろっているうえ、葉もあ
まり繁茂していないので、農薬の散布むらが生じにくく、第１世代１齢幼虫の
発生ピークは最も有効な防除時期です。
発生ピークは３月から５月の気温により変動するので、毎年、有効積算温度

による防除適期予測に基づいて防除することが重要です。

図 ナシマルカイガラムシの雄成虫と雌成虫（左）、１齢幼虫（右）

２ 防除適期予測
有効積算温度を利用したナシマルカイガラムシ第１世代１齢幼虫の発生ピー

ク予測日は、おおむね前年並の５月３０日から６月５日です（表）。

表 ナシマルカイガラムシの第１世代１齢幼虫発生ピーク予測日

注）各地のアメダス平均気温から予測。５月１５日までは本年実測値を、それ以降は平年
値（豊橋は前年値）を用いて計算。前年については、前年気温の実測値を用いて計算。

３ 防除
（１）第１世代１齢幼虫発生ピーク予測日を参考に、アプロードフロアブルやマ

ラソン乳剤、モスピラン顆粒水溶剤などで防除しましょう。
（２）雌成虫が重なり合って寄生している場合は、薬液が１齢幼虫の虫体にかか

りにくいので、雌成虫を削り取ってから農薬を散布しましょう。
（３）農薬の散布むらがないように十分な薬液量を丁寧に散布しましょう。
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本年予測 6/3 6/4 5/30 6/3 6/4 6/1 6/5 6/1 6/2

（前年） 6/2 6/3 5/29 6/2 6/3 5/31 6/3 6/1 6/1

前年差 １日遅 １日遅 １日遅 １日遅 １日遅 １日遅 ２日遅 ±０ １日遅




